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受験との兼ね合いから
「教え込む」ことへのこだわり

↓
一斉講義型授業中心

学力の向上

生き生きと活動できる場

社会で活かせる行動力

　　成果検証
①アンケートによる授業評価　　                ②外部試験での評価
③授業や定期考査等での思考力・判断力・表現力の変化の検証

達成感を持った経験が尐ない
指示されたことはできる

↓
自己効力感や主体性・意欲
に今後の成長が望まれる

社会で自立して活動していくために必要な「真の学ぶ力」をつける

広島市立美鈴が丘高等学校　「学力向上推進プラン」全体計画

現状と課題
生徒・保護者の願い 教職員の実態生徒の実態

ビジョン（目指す学校像）校訓

進取・友愛・節度
　　　①基礎学力の確実な定着を図り、個に応じた進路実現が達成できる学校

　　　②生徒の基本的生活習慣が確立した規律ある学校

　　　③調和の取れた人格を育成する学校

　　　④保護者や地域から信頼される開かれた学校

教員と生徒のコ
ミュニケーション

生徒間での協働

能動的な学修

生徒への高い期待

迅速なフィードバック

学習目標の明確化

○授業への感想や意見を聞く

○学習状況を直接確認し、必要な支援をする

○失敗しても褒める

○意欲的な生徒には発展的な課題を出す

○長所を探して、学習促進に活かす

○毎回の学習目標の提示

○グループ・ペアワークの導入

○学んだ内容を演習させる

○調べたことを発表させる

○学習の振り返りをさせる

○生徒間で説明させる

○協力して課題に取り組ませる

○グループワークの振り返りをさせる

○毎回の予習復習課題を提示する

○課題の意図を明確にする

○テスト前には出題意図を明確にする

○小テストを実施し、フィードバックする

○提出物にはコメントをつける

○試験終了後には必要な復習を行う
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具体的な学習活動モデル

①知識・技能

②思考力・判断力・表現力

③主体性・多様性・協働性

①知識・技能

②知識・技能を修得して、自ら課題を発見し、その解決に

向けて探究し、成果等を表現するために必要な思考力・判

断力・表現力等の能力

③主体性を持ち、多様な人々と協働しつつ、学習する態度

目指す学力モデル


